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入力ミスの発覚の経緯等

1

○令和７年７月２３日（水）に、近畿地方整備局において今年度公示した業務について、入札調書を見た参
加業者から「自社の点数が低い」との指摘があった。

○確認したところ、建設コンサルタント業務等（港湾空港関係を除く、以下同じ。）の発注手続きにおいて、技
術評価点の算出等に使用する過去の成績評定点に一部入力ミスがあることが判明。

○近畿地方整備局においては令和７年８月１日（金）から、建設コンサルタント業務等の入札契約に関する
手続きを一時延期し、契約手続きにおいて活用している令和２年度以降に完了している業務について、テ
クリスに登録している成績評定点が正しいかの確認作業を実施した。

○確認作業は、テクリスに登録されている成績評定点と、受注者あてに通知した成績評定通知書を照らし合
わせる形で実施した。

入力ミスの発覚の経緯

業務完了年度別ミスの箇所数

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 合計

業務評定点のミス 6 9 17 32

技術者評定点のミス 143 72 112 3 3 333

合計
（※対象業務件数）

149
（１１５）

81
（５０）

129
（７２）

3
（２）

3
（３）

365
（２４２）

入力ミスの確認作業

○３６５箇所の内訳は、業務評定点に関するものが３２箇所、技術者評定点に関するもの３３３箇所であった。

〇業務の完了年度別には、R２～R４年度が359箇所、Ｒ５～Ｒ６年度が6箇所となっていた。



【評定担当（事務所・本局）】

検査結果を入力し、

成績評定点の算定

JACIC様式
データ

（当該年度分）

JACICへメール送信（登録担当（本局） ）

成績評定点情報

の確定・反映

受注者と、整備局の

データをマッチング
マッチング結果を

踏まえた調整

【登録担当（本局）】

成績評定点等
一覧表

成績評定点のテクリス登録の流れとミスの発生箇所

テクリス

委託業務等成績評定
通知書 受注者へ発出

【頻度は１回/年 ６月に実施】

印刷

データの
受け渡し

ミス
１８５箇所

提出様式

ミス
Ｒ２：４箇所
Ｒ３：３箇所
Ｒ４：３箇所

ミス
１７０箇所

※各年度共通

2

※JACIC様式の登録項目
①設計書番号、②事務所名、③業務名、④契約年月日、⑤着手年月日、⑥最終工期、⑦業務評定点、
⑧管理・主任技術者評定点、⑨担当技術者評定点、⑩照査技術者評定点、⑪受注者名、⑫最終契約金額

【受注者】

業務名、
契約日、
履行期間、
技術者名等
の登録

JACIC様式
に転記

ミスの類型１～5

ミスの類型６，７①

ミスの類型７②



【評定担当（事務所・本局）】

検査結果を入力し、

成績評定点の算定

JACIC様式
データ

（R2年度分）

【登録担当（本局）】

成績評定点等
一覧表

（R2年度分）

JACIC様式データ作成までの流れとミスの発生箇所①

システムデータを抽出
成績評定点等

必要９項目を抽出

委託業務等成績評定
通知書 受注者へ発出

印刷

KISS
システム

業務評定点
のみシステム
に手入力

提出様式

■令和2年度完了業務 業務評定点

ミス４箇所

■令和3年度完了業務 業務評定点

【評定担当（事務所・本局）】

検査結果を入力し、

成績評定点の算定

【登録担当（本局）】

成績評定点等
一覧表

（R３年度分）

委託業務等成績評定通
知書 受注者へ発出

印刷

KISS
システム

JACIC様式
データ

（R3年度分）提出様式

ミス４箇所

ミス4箇所

※必要９項目
①設計書番号、②事務所名、③業務名、④契約年月日、⑤着手年月日、
⑥最終工期、⑦業務評定点、⑧受注者名、⑨最終契約金額

※テクリスから業務評定点以外の必要８項
目を抽出。その後、KISSから抽出した業
務評定点をvlookupで貼り付け

システムデータを抽出
成績評定点のみ

を抽出

統合作業
（vlookupを活用）

（令和３年６月作業）

（令和４年６月作業）
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業務評定点
のみシステム
に手入力

JACIC様式
に転記

JACIC様式
に転記



JACIC様式データ作成までの流れとミスの発生箇所②

【評定担当（事務所・本局）】

検査結果を入力し、

成績評定点を算定

JACIC様式
データ

（R2年度分）

【登録担当（本局）】

成績評定点等
一覧表
（R２年度分）

ミス53箇所

提出様式

■令和2年度完了業務 技術者評定点

ミス79箇所

【評定担当（事務所・本局）】

検査結果を入力し、

成績評定点を算定

JACIC様式
データ

（R３年度分）
6月提出版

【登録担当（本局）】

成績評定点等
一覧表
（R３年度分）

ミス60箇所

提出様式

■令和3年度完了業務 技術者評定点

業務評定点を登録した６月のJACIC様式に、
技術者評定点をvlookupを活用して追記

ミス10箇所

令和4年6月作業

令和4年6月作業

統合作業
（vlookupを活用）

※テクリスから業務評定点を含む必要9項目
を抽出。その後、技術者評定点をvlookup
で貼り付け

令和3年6月作業

登録
様式

（令和４年１１月作業）

（令和４年１１月作業）

ミス9箇所

※JACIC様式作成時は、一部業務のみ
カット＆ペースト作業で転記漏れ

4

事務所が提出した
エクセルを集約

成績評定点を手入力

令和3年6月作業

登録
様式

成績評定点を手入力

JACIC様式
に転記

JACIC様式
に転記

事務所が提出した
エクセルを集約



CCMS

【評定担当（事務所・本局）】

検査結果を入力 JACIC様式
データ

（当該年度分）

【登録担当（本局）】

成績評定点の算定

自動化

（システム内作業）

で印刷

提出様式

JACIC様式データ作成までの流れとミスの発生箇所③

■令和4年度完了業務

CCMS
【評定担当（事務所・本局）】

検査結果を入力

JACIC様式
に転記

JACIC様式
データ

（当該年度分）

【登録担当（本局）】

成績評定点の算定

委託業務等成績評定
通知書 受注者へ発出

自動化

（システム内作業）

提出様式

■令和5・6年度完了業務

で印刷
R5：3箇所
R6：3箇所

成績評定点等
一覧表

（R4年度分）

ミス68箇所

システム内のデータから
成績評定点以外の
８項目データを抽出

システム内のデータから
成績評定点も含めて

必要12項目データを抽出

成績評定点等
一覧表

（R５・６年度分）

※必要12項目
①設計書番号、②事務所名、③業務名、 ④契約年月日、⑤着手年月日、⑥最終工期、⑦業務評定点、
⑧管理・主任技術者評定点、⑨担当技術者評定点、⑩照査技術者評定点、⑪受注者名⑫最終契約金額

（令和５年６月作業）

（令和６、７年６月作業）

※一覧表作成時は、Excelの関数を
活用せず、カット＆ペーストにて実施。

5

成績評定点を手入力

ミス58箇所

登録
様式

JACIC様式
に転記

事務所が提出した
エクセルを集約

委託業務等成績評定
通知書 受注者へ発出



業務完了年度別ミスとミスの類型の箇所数

※指定した検索値と一致したデータを、参照する表の左端の列から縦方向に検索し、対応する他の列のデータを表示させる時に使う関数で、複数の表の情報を統合する目的で使用。

6

ミス箇所数

全体 内 業務評定点 内 技術者評定点

ミスの類型 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 合計 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 小計 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 小計

評
定
担
当

1

単純ミス 30 36 29 95 30 36 29 95

① 隣のキーの数字を誤って入力 4 4 4 12 4 4 4 12

② ３と８、０と８を勘違いして入力 1 1 2 1 1 2

③ 業務評定点を技術者評定点に転記したことによるミス 6 10 5 21 6 10 5 21

④ 技術者評定点内の入力項目の間違え 5 5 8 18 5 5 8 18

⑤ 成績評定点通知書綴りの前後ページ別業務の値を登録 7 8 15 7 8 15

⑥ 技術者評定点の入力漏れ 8 8 11 27 8 8 11 27

2

同一業務名等に基づくミス 10 4 14 10 4 14

① 同一業務名の別業務の数値を入力 2 2 2 2

② 類似業務名の別業務の数値を入力 8 4 12 8 4 12

3 作業途上の値を登録 12 17 28 1 1 59 3 4 14 21 9 13 14 1 1 38

4 減点措置をしたにも関わらず、減点前の数字を入力 1 6 7 1 6 7

5

再登録漏れ 4 1 1 2 2 10 1 1 3 1 1 2 2 9

① 契約不適合等で減点したが、再登録をしなかった。 3 3 1 1 2 2

② 受注者の指摘を受けて技術者評定点を追加したが、再登録しなかった 1 1 1 2 2 7 1 1 1 2 2 7

小計 57 64 58 3 3 185 4 4 14 22 53 60 44 3 3 163

登
録
担
当

6

単純ミス 9 68 77 2 2 9 66 75

① 技術者評定点の転記漏れ 9 64 73 9 64 73

② 参照するエクセル表の上下の業務の値を誤って転記 4 4 2 2 2 2

7

同一業務名等に基づくミス 83 17 3 103 2 5 1 8 81 12 2 95

① vlookup関数※によって、同一業務名の別業務の数値を参照 79 14 93 4 4 79 10 89

② JACICとの調整において同一業務名の別業務の数値を入力 4 3 3 10 2 1 1 4 2 2 2 6

小計 92 17 71 180 2 5 3 10 90 12 68 170

合計 149 81 129 3 3 365 6 9 17 32 143 72 112 3 3 333




